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「言語の歴史」というと、とある言語がどういった変化をしたか、たどっていくことだと言える。ルーマニア生まれの言語学者コセリウは「うつりゆくこそことばなれ」と、その代表作で変わり続けることに言語の本質がある、と言語変化について語っている。
一つの社会の中で全員が「正しく」話していたら、その
言語には はおこらないはずだ その「正しさ」は受け継がれていくはずだ。
しかしそのようなことは、どんな言語にもおこったこと
がない。
よく言われる「若者のことばが乱れている」 。というこ
とは乱れて ないことばがあり、自分 ちは正しいと思っている年寄りが る。しかし「若者ことば」は 昔からあり、いまの年寄りも同じ を言われていた。古 も の
方がより正しいのだとすれば、 「古語」を話す人がいてもいいのだが。
そして「訛ってる」という言い方。訛ってないことばが
あり、そして自分は訛ってない いう前提である。だが「標準語」とされる東京方言のアクセントの変化も激しい。「方言」とされることばのほうが間違いなく昔から存在したので、その意味では一番「訛って」 るのは変化し続ける「標準語」とされることばのはず。 「方言」には、間違った無教養なことばという不当なイメージもつけられた。
この二つに共通する「正しさ」の基準は、間違いなく
「自分」である。自分が正しいという根拠 ない傲慢さでもある。ただこの二つの「正しさ」に 大きな違いがある。時代によることばの変化は歴史でずっと続 てきたこと。しかし近代以降ことばに政治権力が介入するように った。
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
「標準語」という思想である。
日本でも「正しさ」が言われ始めたのは明治になってか
らだ。まずは「普通語」 、その後「標準語」に変わる。軍国主義の時代は「標準語を使え」と厳しく言われていた。戦後は「共通語」に置き換えようとしたが
（ちなみにＮＨＫ
では標準語とは言わない）
、 「標準語」教育は戦争の記憶と結
びついたからでもある。しかしなにが「標準語」なのかは明治以来決まらないままである。 「東京のことば」と誰かがはっきりと決めた証拠すらない 変わり続ける都市の言葉に標準を求めるのも無理な話だ
多くの地域では「標準語」を使うことは、 「方言」を使
わないことに読み替えられた。琉球語地域では学校で「方言」を話すと札を首からかけられ、罰を与えられた。九州や東北にもあったと言われる。生 土地 ことばを「間違っている」と言われる残酷さは言うまでもない。また「標準語を話して る」との思い込みもある。自分が「訛っている」と思わないのと同時に「自分には方言がい」と思ってしまう。そのせいで東京方言を自分のことばとして誇れないのは、自分のことばを恥じなければいけないのと同様悲しいことだ。
明治以来のこうした動きは、共通のことばを持つための
努力でもあったといえる。た 繰り返すが未だ 日本語の
「標準」は決まっておらず、これからも決められそうにない。 「正しさ」を支えているのが「間違い」でしかないと言うようなことがこれからも続きそうだ。
ことばの変化を「自然なこと」とするには、あまりにも
「人為的」なことが繰り返されてきたのが近代以降の言語の歴史である。ことば自体の変化だけでなく の変化を惹き起したものはなにか、ということの両方に目を配ることが言語 を考える になる。
そしてなによりも誰かのことば 正しくない 断じ
てしまうことは避けたい。その人の話すことばは、間違いなくあなたの知らない社会で大切にされてきた とばのはずだから。
ことばの「正しさ」を強調する人は疑ってかかったほう
がいい。
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